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東亜天文協會観測部月報

黄道光課報告（1932年朋）

課長　　荒木健見

　秋の名ge　1）の曉の黄道光は淡）・ながらにもまだ見える頃であるが，宵西天の：黄道光

は盆々元氣よく，その勢まし寒）・から一コなどと弱音をはく奴をけしとばしてしま

ひさうである，これに反して，封日照は牡牛星座の銀河の申にあり，観測は先づ不可

能に近い．來年のインフレ：景氣を待ってるる・長い間熟望してみた南國に有力な一観

測者を得た・太陽黒瓢や流星に～舌面してみた壼中の松本君の参加である・壼潜に二人

の灘測者をあたへられて，黄道光諜は明るくなったやうである．

　この月は比較的天候にめぐまれ，例の大黒黒占にも刺戟されて，襯測は油島に行はれ

た．観測者は15名の盛況である．

　1，観測井及び観測数

槻測者1略符　観
　　　　　　1
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2，黄趙光の齪測日一寛　（藪字の下に短線を加へてるるのは東天の襯測）
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　5，上旬曉の黄道光

　三君によってかなり明るく槻測されてるる・金星は低いから文幻はないが，木星が

項鮎附近に頑張って多少妨げてみる．黄道光の離角はあまり大きV・値ではな）・。精々

90。であるから普通である。攣化は殆んど認められなv・．廣瀬君は1日5時10分といふ

薄明直前の時刻をとってみるが，非常に明る）・ものであった・金森君は3日4時といふ

早い時刻に明瞭にとってみる・太陽黒駐のカであらうか？　1珊は月令13の月の沈ん

でからの時刻が利用された・少し明るい空に認め得たのも面白）・攻穫の一つである・

下保君が著しV・中心線の傾きとかなりの清長に注目してみるのは肉眼にも見えたあの

大黒黙の作用であらうか？　（花由急報第20號，21號，23號）

　4，上旬西天の黄道光

　細v・月がある．金森君は頂鮎のあたりだけ細長く見てみる・2日には黄経45。のあた

りがくびれてるるスケッチを得てみる，多分光帯であったと思ふが，いつれも不充分

である．

　5，黄道光と黄道光帯との分離

　垂轡の田端君がしきりに試みてみる・黄道光幣がかなIJ廣くて明るいのでむつかし

いらしい．しかし，この問題はむしろ高緯度の理想的観測地で，黄道光が明るい時に

は可能と思はれる．
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6，黄道光響の位置

　多くの場合黄道からやや北に偏してみる・頂鮎の位置と密接な關係をもつ・廣瀬君

は16日旧約5。も北偏を見，暫く後には大膣黄道上に復してみるのを見，田端君は時々

その不規則杉及び攣動さへ注意してみる・（花山急報第23號）

　7，　17日宥の8個の観測

　實に美しい光帯がとられてるる・沓掛君は初歩のため，窪田君は薄明中のためか光

帯がとられてるない・廣瀬君は時刻を少しおくらせて，し淡い黄道光を明瞭に見るの

みで，バンド認めず■としてみる・北海道では勿論淡い．（花山急報第23號）

　8，申旬の西天の黄道光

　次第に明るくなって光画を件ひ，幅廣）・堂々たる姿であった，來るべき新春の盛観

力ζ豫想さ止しる．　（イ甲山急幸畏第23號）

　9，鴬眞による黄道光の明るさ

　私は18日目西天，黄遭光（赤纒21時30場あたりの黄道上）を19時から25分間，北極

空を19時30分目ら同じく25分間，いつ回しも固定のまま同一乾板上にとってみた，その

結果は黄道光の方がやや明るいであらうかといふ程度以上rcはわからな）・・

　坂元君は22日と30日とに，眼帯観測と共に，かなりおそい時刻を，黄道光と北極と

を同一乾板に撮影してみる．二枚の内謁もスケッチに貼付してある．これによると，

北極空が意外な明るさを持つやうであるが，にはかに決噺を下し得ないものがある．

（黄道光課濫信第20號）

　10，　下旬下保君の曉の観測と宵の黄溢下帯

　描写に物して超然としてみた吾が北國の雄は，28日かなりおそ）・時刻1’c，羊座の西

境に聴するやや北偏りの四三をとってみる・幅は至って狡）・・黄道光と分離が出來さ

うである・28日の東西爾天のものを見ると，曉の：方が少し短くて狡い・29日の爾天の

ものは全くes　一一形1伏になってみる・北海道に於ける12月終の曉の観測は珍しいもので

ある，

　11，　明るさの中心線の頽齢

　金森君は1日，18日，23日に中心線の不規則な曲りを見てみる．殊に頂鮎附近の淡

いところでは，バックになってみる微恒星の光にわづらぱされることがあるから，絵

程注意深くしらべる必要があり，將來の問題と思ふ・

　12，黄道上以外の異常南帯

　黄道光の本暦から南北に見える光帯を佐野君は一回も．見てみな》・・

　15，：黄門20。のあたりの明るい空

　坂元君は30日夕の槻測に於て，魚座と鯨座との境界に當り，長さ28。幅6。の長楕圓

形の明空部を注意してみる。これは昨年もあった由である．

　14，光度計による黄道光の明るさの決定

　下保君は16日と24日との二回，黄道上の数個所と比較銀河と北極空とを，光度計に
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よつて数字的にしらべてみる．空の明るいことや銀河の橿めて淡いことに注目してみ

るのは面白い，

15，　封日照観1面一一寛（1932年11月と12，月）
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　16，封日照の概況　11月はじめの封日照は宵の月没後である・窪田君の如きは20

時13分とv・ふ早v・時刻に既にとって居られる・10月末の紡錘形或は長丁丁形がそのま

ま攣化してみな、・・廣瀬君は西方に，坂元君は東方にバンドを取って居られる．明る

さの中心黙はやや東に偏してみる・（花山急報第15號，第19號）

　中下旬の封日照は月禺前であり，ナベて夜牛前である．携圓形に近い形にな聖つ

つある・西方に二二を見られてるるeとが多い・但し，東：方は銀河に妨げられて不明

である．（花山急報第21號，22號）

　12月は1日と2日との三瀬君の観測があるだけである・プレヤデスあたりの小さい楕

圓形であるが，銀河のため正確でない・特別に明るければ見えるであらうが，この頃

の観測は困難を極める．（花山急1報第：23號）

　17，封斜照に似た怪光

　窪田君の御観測で，前沼に襲表した後数回にわたってスケッチをとられた・黄道に

近く存在する薄光で，同君は永久的のものではあるま）・かとL（・つて居られる・封日照

の形の攣牝に封ずる一要素と考へられる．（花山急報第17號，課逓信第ユ9號）

　18，その他の怪光現象はこの報告から省く．省，荘山急報によれば，古畑君が活

動して居られるが，私宛には報告がな）・から省く・

　19，札幌の小田島謙三君の黄道光及び回心照の観測

　北海道帝國大學工學部學生小田島君は10月31日から11月6日までの東天を4回，11

月21日から12月24日までの西天を6回，11月中の封日照を3回観測され，数日の病臥の

．後12月29日死去された・哀悼に堪へない・親友下保君によって整理された概測皐錐を

見て，その精密さに驚）・てるる・黄道光課の將來を托すべき人物であったが，誠に淺

念である．（黄道光課通信第20號）

　今同君の槻測の大要をいふと，襯測はすべて夜牛近く行はれてるる・10月31日の2

時30分東天，12刀18日の21時西天，11月4日の3時30分封日照の如きである．特に注目

すべき黒占は，黄道光の等光線にそひ，或はそれを横切って，暗線の錯雑してみること，．
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種々な方向に光の枝をみとめてみること，黄道近く黄道光の内部に直径約9。の圓形暗

黒部の存在をみとめてみること等である．浩長や攣鋤も観測されてるるし，薄明のス

ケッチの加へられたのもある．教へられる貼が多い．

　20，以上の外に，和歌山縣の／1・棋流星課長により，22日と23日とに西天の黄道光

が見られたが，スケッチがないので報告には省いた・（花山急報第23號）

　本年4月末の頃
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